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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年10月期第１四半期 16,772 9.9 △254 － △321 － 382 －

2025年10月期第１四半期 15,259 10.8 △564 － △715 － △486 －

（注）包括利益 2026年10月期第１四半期 410百万円（－％） 2025年10月期第１四半期 △546百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年10月期第１四半期 18.16 18.09

2025年10月期第１四半期 △23.07 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年10月期第１四半期 87,630 39,819 45.4 1,889.92

2025年10月期 88,947 41,629 46.8 1,976.15

（参考）自己資本 2026年10月期第１四半期 39,819百万円 2025年10月期 41,629百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 － 0.00 － 105.00 105.00

2026年10月期 －

2026年10月期（予想） 0.00 － 115.00 115.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 45,969 8.7 8,296 4.6 8,086 5.0 5,456 5.6 259.00

通期 81,826 7.6 9,159 19.6 8,731 18.8 5,935 15.2 281.71

１．2026年10月期第１四半期の連結業績（2025年11月１日～2026年１月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年10月期の連結業績予想（2025年11月１日～2026年10月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年10月期１Ｑ 21,957,600株 2025年10月期 21,954,000株

②  期末自己株式数 2026年10月期１Ｑ 888,178株 2025年10月期 888,178株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年10月期１Ｑ 21,068,000株 2025年10月期１Ｑ 21,095,581株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託を導入しております。期末自己株式数には、各信託

が保有する当社株式（2026年10月期１Ｑ 94,054株、2025年10月期 94,054株）が含まれております。また、

各信託が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2026年

10月期１Ｑ 94,054株、2025年10月期１Ｑ 94,238株）。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善により個人消費が堅調に推移し、設

備投資においても底堅い動きが見られる等、国内経済は緩やかな回復傾向にあります。一方で、人手不足、物価

上昇や世界的な金融資本市場の変動、地政学リスクの高まりなど、国内外における経済的な見通しは不透明な状

況が続いています。

当社グループの主たる顧客層である学生の動向におきましては、大学（大学院を含む）の学生数は297.2万人

と前年より2.3万人増加（文部科学省「令和７年度学校基本調査（確定値）」）しており、前年に引き続き過去

最多となるなど、当社グループにとって、良好な市場環境が継続する状況となっています。このような経営環境

の中、当社グループは長期ビジョン『Grow Together 2030』のフェーズ２と位置付ける現行の中期経営計画『Ｇ

Ｔ０２』（2024年10月期～2026年10月期）も最終年を迎え、引き続き両利きの経営と組織改革を掲げた事業の足

固めを計画達成に向けて着実に進めてまいります。

当社の主力事業である学生マンション事業においては、京浜急行電鉄が事業主となり同社初の取り組みとなる

環境配慮型の木造学生マンション『プライムグレーヌ横浜桐畑（横浜市神奈川区）』、超高速10Gインターネッ

トとスカイラウンジを備えた『学生会館 Uni Terrace 金町（東京都葛飾区）』及び、大阪公立大学の新キャン

パス対象の『学生会館 ルリエクラ大阪緑橋（大阪市東成区）』等の運営受託を予定しています。自社物件開発

では、元大手企業の社宅をフルリノベーションした栃木県初進出となる『学生会館 Uni E'meal 宇都宮』、同じ

く島根県初進出で島根大学まで徒歩２分の『学生会館 Uni E'meal 島根大学北』、山口県立大学の敷地内に完成

する『山口県立大学学生会館 Uni E'meal 桜杜テラス』等、今春の運営開始に向けて準備を進めています。都心

エリア及び地方エリアの双方において、収益性を重視しつつ幅広いバリエーションで積極的に物件開発を進めて

おります。

また、中期経営計画で示しておりますキャピタルアロケーション戦略の一環として、自社所有物件の売却を進

めております。これは、当社が開発した物件を所有・運営した後、当社運営でのサブリース契約を付した形で売

却し、得た資金を新たな物件開発に充当する循環サイクルを確立することで、競争力の高い管理物件の増加と資

本効率の向上を目的に実施しております。当第１四半期連結累計期間においても、２棟の売却を完了しており、

引き続き同戦略の推進を継続してまいります。

当第１四半期連結累計期間においては、物件管理戸数の増加に伴い、学生マンションの家賃収入をはじめとす

る各種不動産賃貸関連サービスに係る売上高は好調に推移しました。一方、費用面では、管理戸数増加に伴う保

証家賃や自社所有物件に係る租税公課及び減価償却費の発生、メンテナンス原価ならびに食材費等、当社グルー

プの業容拡大に伴う各種費用が増加しました。なお、上記の自社所有物件の売却に伴う固定資産売却益及び純投

資目的で保有していた投資有価証券の売却に伴う投資有価証券売却益を特別利益として計上しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は16,772百万円（前年同期比9.9％増）、経常損

失は321百万円（前年同期は経常損失715百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は382百万円（前

年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失486百万円）となりました。

なお、当社グループの不動産賃貸管理事業では、賃貸入居需要の繁忙期である第２四半期連結会計期間に新規

契約数が増加することから、経営成績は季節的に変動し、売上高は上期、特に第２四半期連結会計期間の割合が

大きく、営業利益につきましても第２四半期連結会計期間に偏在する傾向があります。また、当社グループの報

告セグメントは「不動産賃貸管理事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しておりま

す。

- 2 -

株式会社ジェイ・エス・ビー（3480）2026年10月期 第１四半期決算短信



（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は87,630百万円となり、前連結会計年度末の88,947百万円から1,317

百万円の減少（前期末比1.5％減）となりました。

① 流動資産

流動資産につきましては、16,545百万円となり、前連結会計年度末の19,913百万円から3,367百万円の減少

（前期末比16.9％減）となりました。これは、主として現金及び預金が3,772百万円減少したことによるもの

であります。

② 固定資産

固定資産につきましては、71,084百万円となり、前連結会計年度末の69,034百万円から2,050百万円の増加

（前期末比3.0％増）となりました。これは、主として有形固定資産が2,147百万円増加、投資有価証券が148

百万円減少したことによるものであります。

③ 流動負債

流動負債につきましては、15,639百万円となり、前連結会計年度末の15,333百万円から305百万円の増加

（前期末比2.0％増）となりました。これは、主として前受金、営業預り金及び契約負債が3,232百万円増

加、未払法人税等が890百万円減少したことによるものであります。

④ 固定負債

固定負債につきましては、32,171百万円となり、前連結会計年度末の31,984百万円から187百万円の増加

（前期末比0.6％増）となりました。これは、主として長期借入金が242百万円増加、長期預り敷金保証金が

71百万円減少したことによるものであります。

⑤ 純資産

純資産につきましては、39,819百万円となり、前連結会計年度末の41,629百万円から1,809百万円の減少

（前期末比4.3％減）となりました。これは、主として親会社株主に帰属する四半期純利益の計上と配当金の

支払いにより利益剰余金が1,839百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年12月12日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業

績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,364,449 13,592,279

営業未収入金及び契約資産 521,813 752,579

棚卸資産 256,726 273,920

その他 1,775,614 1,931,779

貸倒引当金 △5,256 △5,039

流動資産合計 19,913,348 16,545,519

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 38,069,974 38,627,070

土地 17,569,339 18,972,150

建設仮勘定 4,099,149 4,300,538

その他（純額） 244,002 230,225

有形固定資産合計 59,982,465 62,129,985

無形固定資産

のれん 567,382 554,514

その他 342,506 328,697

無形固定資産合計 909,888 883,211

投資その他の資産

投資有価証券 1,257,357 1,108,561

長期貸付金 117,632 115,865

敷金及び保証金 4,072,235 4,070,045

退職給付に係る資産 392,369 390,428

繰延税金資産 986,541 914,699

その他 1,325,583 1,482,035

貸倒引当金 △9,970 △9,970

投資その他の資産合計 8,141,749 8,071,666

固定資産合計 69,034,103 71,084,863

資産合計 88,947,451 87,630,383

負債の部

流動負債

営業未払金 806,374 880,883

短期借入金 50,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 1,717,248 1,499,122

未払法人税等 890,440 －

前受金、営業預り金及び契約負債 8,183,491 11,416,372

賞与引当金 356,558 134,543

その他 3,329,557 1,658,078

流動負債合計 15,333,671 15,639,000

固定負債

長期借入金 28,312,245 28,555,152

長期預り敷金保証金 3,054,737 2,983,007

退職給付に係る負債 383,354 392,129

資産除去債務 216,010 216,629

株式給付引当金 14,191 15,237

その他 3,890 9,660

固定負債合計 31,984,431 32,171,815

負債合計 47,318,102 47,810,816

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,308,695 4,309,280

資本剰余金 4,273,121 4,273,706

利益剰余金 33,734,359 31,895,090

自己株式 △1,430,349 △1,430,349

株主資本合計 40,885,826 39,047,727

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 596,811 527,735

繰延ヘッジ損益 52,728 159,700

退職給付に係る調整累計額 93,962 84,382

その他の包括利益累計額合計 743,502 771,818

新株予約権 20 20

純資産合計 41,629,349 39,819,566

負債純資産合計 88,947,451 87,630,383
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年１月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年11月１日
　至　2026年１月31日)

売上高 15,259,121 16,772,689

売上原価 14,577,272 15,820,906

売上総利益 681,848 951,783

販売費及び一般管理費 1,245,953 1,206,227

営業損失（△） △564,104 △254,444

営業外収益

受取利息及び配当金 17,510 40,348

その他 17,151 32,422

営業外収益合計 34,661 72,770

営業外費用

支払利息 59,908 90,929

特別調査費用等 115,122 －

資金調達費用 2,117 46,836

その他 8,593 1,648

営業外費用合計 185,742 139,414

経常損失（△） △715,185 △321,088

特別利益

固定資産売却益 － 316,093

投資有価証券売却益 － 498,870

特別利益合計 － 814,964

特別損失

固定資産除却損 93 36

特別損失合計 93 36

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△715,279 493,838

法人税、住民税及び事業税 17,659 66,502

法人税等調整額 △246,248 44,817

法人税等合計 △228,589 111,320

四半期純利益又は四半期純損失（△） △486,689 382,518

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△486,689 382,518

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

- 6 -

株式会社ジェイ・エス・ビー（3480）2026年10月期 第１四半期決算短信



（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年11月１日
　至　2025年１月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年11月１日
　至　2026年１月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △486,689 382,518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,770 △69,076

繰延ヘッジ損益 △38,697 106,972

退職給付に係る調整額 △5,635 △9,579

その他の包括利益合計 △60,103 28,316

四半期包括利益 △546,793 410,834

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △546,793 410,834

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは「不動産賃貸管理事業」の単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年11月１日

至　2025年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年11月１日

至　2026年１月31日）

減価償却費 445,483千円 491,106千円

のれんの償却額 13,186千円 12,868千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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顧客との契約から

生じる収益

その他の源泉から

生じる収益（注）１
外部顧客への売上高

不動産賃貸管理事業

借上物件 2,305,361 8,908,588 11,213,950

管理委託物件 656,121 6,884 663,005

自社所有物件 130,792 982,097 1,112,889

その他 2,135,158 － 2,135,158

計 5,227,433 9,897,570 15,125,003

その他（注）２ 132,006 2,112 134,118

合計 5,359,439 9,899,682 15,259,121

顧客との契約から

生じる収益

その他の源泉から

生じる収益（注）１
外部顧客への売上高

不動産賃貸管理事業

借上物件 2,408,031 9,666,714 12,074,745

管理委託物件 654,228 7,635 661,864

自社所有物件 144,255 1,096,005 1,240,261

その他 2,652,066 － 2,652,066

計 5,858,581 10,770,355 16,628,937

その他（注）２ 142,791 960 143,751

合計 6,001,373 10,771,315 16,772,689

（収益認識関係に関する注記）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自　2024年11月１日　至　2025年１月31日）

（単位：千円）

（注）１．「その他の源泉から生じる収益」には「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年

３月30日）に基づく賃貸収入等が含まれております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産販売事業、学生支援

サービス及び日本語学校事業等を含んでおります。

当第１四半期連結累計期間（自　2025年11月１日　至　2026年１月31日）

（単位：千円）

（注）１．「その他の源泉から生じる収益」には「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年

３月30日）に基づく賃貸収入等が含まれております。

２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産販売事業、学生支援

サービス及び日本語学校事業等を含んでおります。
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